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とりまとめ案について ◼ 海賊版サイトをつくって配信することと、それを見ることが、どういう意味を持っているのかということを知っていた

だくことはすごく重要で、アップロード行為は犯罪であって、さらに言うと、広告を貼って収益を得るという広告

事業者の行為も民事上違法であり、さらには検索で削除しなかったら、これはある程度の確率で違法にな

る。そういったことが伝わると、海賊版サイトをアップロードして運営すること全体の違法性というのがしっかりと

伝わると思い、海賊版サイトに広告を掲出する広告事業者の責任に関し脚注33を、検索サービスで削除

要請に応じない場合の話を脚注46に入れていただいたことはよかった。【森構成員】

◼ 海賊版サイトへのアクセスをしてはいけないということを継続的に伝えていき、新たな海賊版サイトができても

アクセスしないとなるぐらいに理解を積み重ねていくことが大切であり、この対策はなかなか終わらないと思う

が、諦めずにみんなで頑張っていくしかないと思う。【長田構成員】

◼ 今の対策というのは非常に広い範囲で、できることはほぼやり尽くしていると感じるが、本件を取り巻く状況

は日々変わるので、経過的に観察をし、対策が機能しているかどうか、ぜひ本検討会でまた教えていただき、

みんなで新しい状況に対応した対策を考えるということをぜひともやっていただきたい。【森構成員】

◼ 本検討会で新規のことを提案するというよりは、各方面での取組を可視化して、かつ公開の場で取り上げ

ることによって、事業者間の協議を促進したり、あるいは共通認識を高めたりという意義があったと思っており、

そういう意味では状況がどんどん変わっていく中で、定期的にフォローアップするという記述も31ページにある

ので、そういうつもりで取りまとめをしていると思う。【曽我部座長】

◼ 31ページの今後の取組の記述がとても重要だと思っており、前回からの状況変化も踏まえて、今回様々な

方面に対する目配りを網羅していただいていると思う。様々な対策の中で、実効性が高いもの、低いものが

あると思うので、リソースの配分の観点からも、このフォローアップの記述は非常に重要と思う。【上沼構成

員】

◼ 来年はIGF、G7等がある。海賊版サイトに関する議論は、マルチステークホルダーで政府がきちんとリーダー

シップを取り、非常にうまく動いていると思うので、海賊版サイトだけに限らず、こうした取組のやり方で、問題

がまだ完全に解決してはいないが、しっかりと関係者でのコンセンサスを取りながら改善する方向がつくれてい

ることを、上手に、グローバル、特にアジアに対して発信することがとても重要と思う。【江崎座長代理】
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